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の度合いを調査する自記式質問紙である the short version of the Dental Anxiety 
Inventory (S-DAI)の日本語版の、信頼性と妥当性を確認することである。現在唯一
日本語版の確立された、大人を対象とした歯科治療恐怖症試験紙 である Dental Fear 











結   果 
１８５人が回答し、質問に対して全て回答した有効回答者は１６７人（有効回答率
90.3％）であった。性別では、女性 104 人（62.3％）、男性 63 人（37.7％）であった。
平均年齢は 48.8 歳（SD:標準偏差 16.4、13-80 歳）で、年齢層に大きな偏りはなかっ
た。S-DAI は平均 18.5 点（SD=8.1、9 点から 45 点まで）であり、S-DAI 値は女性が男
性よりも有意に高かった（p<0.01）。S-DAI 値には年齢による有意差はなかった。S-DAI
の Cronbach’s αは 0.908 であった。因子分析により固有値が 1以上の１つの因子が
抽出された。S-DAI と DFS は高い相関を示した（r=0.812、p<0.001）。 
 

















結   論 
歯科治療に対する恐怖心を測定する日本語版 S-DAI を作成し、信頼性・妥当性検定を
行い、この質問紙が日本語でも十分に機能することを確認できた。 
 
（備考）※日本語に限る。2000 字以内で記述。Ａ4版。 
 
